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『
宝
慶
記
聞
解
』
に
お
け
る
「
仏
法
の
総
府
」
に
つ
い
て

岩　

永　

正　

晴

は
じ
め
に

　

拙
稿
「
『
宝
慶
記
』
に
お
け
る
「
仏
法
の
総
府
」
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
、
『
宝
慶
記
』
と
い
う
文
献
が
示
す
「
仏
法
の
総
府
」
な
る
語
に

つ
い
て
考
察
し
た

）
1
（

。
そ
し
て
、
そ
の
「
む
す
び
」
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
お
い
た
。

　

以
上
、
道
元
禅
師
は
鎌
倉
時
代
の
比
叡
山
出
身
者
と
し
て
建
仁
寺
に
て
参
学
し
た
、
と
い
う
歴
史
性
を
勘
案
し
て
、
『
宝
慶
記
』
に

見
え
る
「
仏
法
の
総
府
」
と
の
語
を
取
り
上
げ
考
察
し
て
き
た
。
新
た
な
知
見
を
得
た
訳
で
は
な
い
が
、
『
宝
慶
記
』
に
お
い
て
「
仏

法
の
総
府
」
と
い
う
語
が
用
い
ら
れ
る
場
面
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
だ
と
ま
と
め
て
お
こ
う
。

　

道
元
禅
師
は
如
浄
禅
師
に
よ
っ
て
、
我
が
国
の
禅
師
・
法
師
・
律
師
、
宋
の
禅
僧
・
教
僧
・
律
僧
そ
し
て
瑜
伽
僧
・
徒
弟
僧
と
い
う

仏
弟
子
の
三
分
類
な
い
し
五
分
類
の
枠
組
み
や
、
そ
の
枠
組
み
に
立
脚
し
た
禅
師
や
禅
宗
と
い
う
立
場
を
超
越
し
た
、
仏
祖
の
立
場
へ

と
導
か
れ
て
従
来
の
認
識
が
改
ま
っ
て
い
く
過
程
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

我
が
国
の
円
珍
（
八
一
四
～
八
九
一
）
撰
と
さ
れ
る
『
諸
家
教
相
同
異
集
』
は
、
仏
弟
子
は
多
い
が
禅
師
（
天
台
宗
・
真
言
宗
と
禅
宗
）・

律
師
（
律
宗
）・
法
師
（
禅
師
と
律
宗
以
外
の
所
収
）
の
三
類
を
出
な
い
と
い
う
。
こ
の
認
識
を
踏
ま
え
栄
西
（
一
一
四
一
～
一
二
一
五
）
は
『
興

禅
護
国
論
』
に
お
い
て
「
何い

か

に
況
ん
や
禅
宗
は
諸
教
の
極
理
、
仏
法
の
摠
府
な
る
を
や
」
と
述
べ
、
禅
宗
こ
そ
仏
法
の
総
府
と
位
置
づ
け
て

い
た
。

　

一
方
『
宝
慶
記
』
か
ら
は
、
如
浄
禅
師
（
一
一
六
二
～
一
二
二
七
）
か
ら
受
け
た
教
え
に
関
す
る
道
元
禅
師
（
一
二
〇
〇
～
一
二
五
三
）

の
以
下
の
よ
う
な
認
識
が
読
み
取
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
南
山
の
遠
孫
た
る
律
僧
、
天
台
の
遠
孫
た
る
教
僧
、
不
空
等
の
遠
孫
た
る
瑜
伽
僧
（
密

教
僧
）
、
師
承
が
未
詳
の
徒
弟
僧
、
お
よ
び
達
磨
の
遠
孫
た
る
禅
僧
と
い
う
五
僧
と
い
う
分
類
は
仏
法
を
知
ら
ぬ
王
臣
が
行
っ
た
も
の
で
あ
り
、

駒
澤
大
學
佛
敎
學
部
硏
究
紀
要
第
七
十
八
號　

令
和
二
年
三
月



『
宝
慶
記
聞
解
』
に
お
け
る
「
仏
法
の
総
府
」
に
つ
い
て
（
岩
永
）

一
一
〇

彼
ら
は
「
七
仏
の
古
儀
」
を
伝
え
る
寺
院
（
仏
法
の
本
府
）
を
誤
っ
て
禅
院
と
称
し
た
こ
と
、
「
如
浄
は
則
ち
仏
法
の
摠
府
な
り
」
と
述
べ

る
如
浄
禅
師
か
ら
す
れ
ば
「
仏
祖
の
大
道
」
を
禅
宗
と
称
す
る
の
は
妄
称
で
あ
る
、
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
い
わ
ば
、
道
元
禅
師
は
そ
も
そ
も

禅
宗
を
学
び
に
入
宋
さ
れ
た
筈
だ
が
、
禅
宗
や
曹
洞
宗
と
い
う
宗
派
に
縛
ら
れ
な
い
「
仏
法
の
総
府
」
た
る
如
浄
禅
師
か
ら
、
道
元
禅
師
は

正
伝
の
仏
法
を
相
伝
し
て
帰
朝
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
自
覚
は
『
正
法
眼
蔵
』
「
仏
道
」
な
ど
に
端
的
に
示
さ
れ
る
。

　

し
か
し
、
夙
に
鏡
島
元
隆
博
士
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
通
り
、
経
豪
和
尚
（
生
没
年
未
詳
）
は
延
慶
元
年
（
一
三
〇
八
）
十
二
月
二
十
二
日

に
『
正
法
眼
蔵
抄
』
の
末
に
「
曹
洞
末
塵
沙
門
経
豪
」
と
署
し
て
い
る

）
2
（

。
以
後
、
永
平
門
下
の
諸
祖
師
が
自
ら
の
立
場
を
曹
洞
宗
や
禅
宗
と

称
す
る
例
は
枚
挙
に
遑
が
な
い
。

　

さ
て
本
稿
で
は
、
面
山
瑞
方
和
尚
（
一
六
八
三
～
一
七
六
九
）
に
よ
る
『
宝
慶
記
』
提
唱
の
筆
録
と
し
て
伝
承
さ
れ
刊
行
さ
れ
た
『
宝
慶

記
聞
解
〈
一
名
隨
聞
記
〉
』
を
取
り
上
げ
、
『
宝
慶
記
』
に
示
さ
れ
る
「
仏
法
の
総
府
」
に
つ
い
て
の
理
解
と
、
禅
宗
あ
る
い
は
曹
洞
宗
の
呼

称
を
使
用
す
る
意
識
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

一
、『
宝
慶
記
聞
解
〈
一
名
隨
聞
記
〉』
に
つ
い
て

　

明
治
十
一
年
八
月
、
古
知
知
常

）
3
（

（
一
八
四
〇
～
一
八
九
五
）
は
「
刊
行
宝
慶
記
聞
解
叙
」
を
撰
し
『
宝
慶
記
聞
解
〈
一
名
隨
聞
記
〉
』
（
以

下
『
宝
慶
記
聞
解
』
と
記
す
）
を
開
板
し
た
。

　

書
名
に
「
一
名
随
聞
記
」
と
附
す
の
は
、
先
行
す
る
写
本
に
『
宝
慶
記
聞
解
』
と
『
宝
慶
記
随
聞
記
』
の
二
つ
が
案
題
さ
れ
て
い
た
こ
と

に
よ
ろ
う
。
例
え
ば
駒
澤
大
学
図
書
館
が
架
蔵
す
る
北
野
元
峰
寄
贈
本
（131.4/11

）
の
題
箋
題
は
「
宝
慶
記
聞
解
」
で
あ
る
が
巻
首
題
は
「
宝

慶
記
随
聞
記
」
で
あ
る
。

　

『
宝
慶
記
聞
解
』
の
題
箋
に
も
乾
巻
巻
首
題
下
に
も
「
瑞
方
面
山
講
義
／
鈯
斧
山
筆
記
」
と
あ
っ
て
、
面
山
瑞
方
の
提
唱
を
斧
山
玄
鈯

（
一
七
一
一
？
～
一
七
八
九
）
が
筆
録
し
た
も
の
と
す
る
。

　

例
え
ば
『
宝
慶
記
聞
解
』
乾
巻
七
丁
表
に
は
、
以
下
の
記
述
が
見
え
る
。

西
北
二
所
ノ
住
山
ニ
箱
ノ
中
ニ
入
レ
テ
秘
シ
テ
人
ニ
見
セ
ヌ
也
、
…
中
略
…
空
印
ニ
住
ス
ル
時
、
永
平
ノ
喝
玄
ノ
ト
キ
登
山
シ
テ
コ
ノ

寶
慶
記
ノ
コ
ト
ヲ
問
タ
レ
バ
、
本
山
ニ
ハ
無
イ
ト
仰
セ
ラ
レ
タ
ニ
依
テ
移
シ
テ
上
ゲ
タ
イ
ト
思
フ
中
ニ
遷
化
ナ
サ
レ
タ
、
ソ
ノ
後
圓
月

和
尚
ノ
ト
キ
冩
シ
テ
寄
進
ス
、
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仏
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一
一
一

　

面
山
和
尚
は
、
享
保
三
年
（
一
七
一
八
）
よ
り
同
十
四
年
（
一
七
二
九
）
ま
で
肥
後
玉
龍
山
禅
定
寺
に
住
し
て
若
狭
建
康
山
空
印
寺
に
移
り
、

寛
保
元
年
（
一
七
四
一
）
に
無
量
寿
山
永
福
菴
に
退
い
て
後
、
寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）
に
『
宝
慶
記
』
の
開
板
に
及
ん
だ

）
4
（

。
こ
の
間
、
享

保
十
八
年
（
一
七
三
三
）
に
面
山
和
尚
が
永
平
寺
に
拝
登
し
た
際
、
大
虚
喝
玄
禅
師
（
？
～
一
七
三
六
）
に
拝
謁
し
、
後
、
延
享
二
年
（
一
七
四
五
）

円
月
江
寂
禅
師
（
一
六
九
四
～
一
七
五
〇
）
に
謁
見
し
て
宝
慶
記
を
永
平
寺
に
献
納
し
て
い
る

）
5
（

。

　

ま
た
坤
巻
四
十
一
丁
に
は
、

　
　

經
行
軌
ノ
聞
解
ニ
委
シ
、

と
、
元
文
四
年
（
一
七
三
九
）
に
開
板
さ
れ
た
『
経
行
軌
聞
解
』
を
挙
げ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
乾
巻
四
十
七
丁
表
に
は
、

　
　

渉
典
録
正
法
眼
藏
三
時
業
巻
ニ
委
シ
シ
、

と
あ
り
、
坤
巻
二
丁
裏
に
も
、

　
　

渉
典
録
第
四
巻
卅
九
駟
馬
巻
ノ
下
ニ
出
、

と
あ
る
。
『
正
法
眼
蔵
渉
典
録
』
は
宝
暦
八
年
（
一
七
五
八
）
十
一
月
か
ら
翌
九
年
（
一
七
五
九
）
二
月
の
間
に
執
筆
さ
れ
、
刊
行
は
そ
の

板
木
を
仏
徳
山
興
聖
寺
に
献
納
し
た
明
和
六
年
（
一
七
六
九
）
ま
で
の
間
に
行
わ
れ
た
。
し
か
し
元
文
三
年
（
一
七
三
八
）
に
は
『
正
法
眼

蔵
渉
典
録
』
撰
述
の
素
願
が
あ
る
故
に
遠
江
万
松
山
可
睡
斎
と
宇
治
仏
徳
山
興
聖
寺
へ
晋
住
の
請
を
固
辞
し
た
と
い
う
か
ら
、
こ
の
頃
か
ら

孜
孜
と
し
て
そ
の
検
尋
・
撰
述
の
作
業
が
行
わ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　

面
山
和
尚
は
寛
延
三
年
に
『
宝
慶
記
』
を
梓
行
し
て
の
ち
、
宝
暦
二
（
一
七
五
二
）
の
夏
安
居
中
に
但
馬
大
用
寺
、
同
年
冬
安
居
中
に
若

狭
常
在
院
、
さ
ら
に
宝
暦
三
年
（
一
七
五
三
）
に
上
野
双
玄
寺
に
て
『
宝
慶
記
』
の
提
唱
を
お
こ
な
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る

）
6
（

。
こ
の
三
会

に
斧
山
和
尚
が
随
行
し
た
こ
と
は
確
認
で
き
な
い
。

　

ま
た
『
正
法
眼
蔵
渉
典
録
』
成
立
以
後
の
『
宝
慶
記
』
提
唱
は
確
認
で
き
な
い
。
面
山
和
尚
は
宝
暦
十
三
年
（
一
七
六
三
）
正
月
十
二
日

に
若
狭
を
発
っ
て
関
東
に
下
向
し
、
六
月
二
十
日
に
江
戸
を
発
足
し
て
七
月
七
日
に
若
狹
に
帰
っ
て
い
る
。
こ
の
下
向
に
斧
山
和
尚
は
随
行

し
て
い
る
が
、
こ
の
間
に
も
『
宝
慶
記
』
の
提
唱
が
行
わ
れ
た
記
録
は
な
い
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
『
宝
慶
記
聞
解
』
の
も
と
と
な
る
提
唱
は
面
山
の
も
の
か
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
時
期
が
何
時
で
あ
っ
た
か
不
明
で

あ
る
。
斧
山
和
尚
に
よ
る
筆
録
と
い
う
伝
承
も
確
認
は
さ
れ
な
い
。



『
宝
慶
記
聞
解
』
に
お
け
る
「
仏
法
の
総
府
」
に
つ
い
て
（
岩
永
）

一
一
二

　

な
お
同
内
容
の
提
唱
録
は
、
能
仁
義
道

）
7
（

（
？
～
一
八
八
二
）
に
よ
り
『
宝
慶
記
』
本
文
を
段
落
毎
に
掲
げ
、
面
山
和
尚
が
指
摘
す
る
典
故

を
引
用
し
て
、
『
宝
慶
記
摘
葉
集
』
乾
坤
二
巻
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
挙
も
同
じ
く
明
治
十
一
年
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ

い
て
は
後
述
す
る
。

二
、『
宝
慶
記
聞
解
』
に
お
け
る
「
仏
法
の
総
府
」

　

『
宝
慶
記
聞
解
』
に
お
け
る
「
仏
法
の
総
府
」
の
解
釈
を
確
認
す
る
。
『
宝
慶
記
』
本
文
と
訓
読
文
は
春
秋
社
刊
『
道
元
禅
師
全
集 

第
七
巻
』

に
よ
っ
て
掲
げ
、
段
落
も
同
書
に
よ
る
。

　

『
宝
慶
記
』
第
十
四
段
に
次
の
一
節
が
あ
る

）
8
（

。

大
凡
世
尊
大
法
、
単
伝
摩
訶
迦
葉
、
嫡
嫡
相
承
廿
八
世
、
東
土
五
伝
而
至
曹
渓
、
乃
至
今
日
、
如
浄
則
仏
法
摠
府
也
。
大
千
沙
界
更
無

可
斉
肩
也
。

　
　
　

＊

お
お
よ
そ
世
尊
の
大
法
は
、
摩
訶
迦
葉
に
単
伝
し
、
嫡
嫡
相
承
す
る
こ
と
二
十
八
世
、
東
土
に
五
伝
し
て
曹
渓
に
至
り
、
な
い
し
今
日
、

如
浄
は
則
ち
仏
法
の
總
府
な
り
。
大
千
沙
界
に
、
さ
ら
に
肩
を
斉
う
す
べ
き
も
の
な
し
。

　

こ
の
「
仏
法
の
摠
府
」
に
つ
い
て
『
宝
慶
記
聞
解
』
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る

）
9
（

。

佛
法
…
…
八
萬
四
千
何
モ
カ
モ
、
佛
法
タ
ル
モ
ノ
ハ
ヲ
レ
ガ
處
ニ
ウ
ケ
ト
ツ
テ
ヲ
ル
、
總
府
ト
云
ハ
、
千
光
ノ
作
レ
タ
興
禪
護
國
論
ノ

中
ニ
ヲ
レ
ガ
傳
タ
禪
斗
リ
ハ
佛
法
ノ
總
府
ヂ
ヤ
、
コ
ノ
中
ニ
天
台
、
眞
言
ハ
コ
モ
ツ
テ
ヲ
ル
ト
云
コ
ト
ア
リ
、
淨
祖
ノ
時
カ
ラ
總
府
ト

云
コ
ト
ア
リ
、
大
千
沙
界
…
…
釋
迦
ト
ヲ
レ
ト
同
ジ
コ
ト
、
日
本
デ
云
ハ
バ
、
王
ノ
様
ナ
モ
ノ
、
六
十
餘
州
、
木
一
本
、
草
一
本
デ
モ

帝
王
ノ
モ
ノ
、

　

こ
こ
に
示
さ
れ
た
認
識
は
、
禅
宗
こ
そ
仏
法
の
総
府
と
い
う
、
『
諸
家
教
相
同
異
集
』
を
踏
ま
え
た
『
興
禅
護
国
論
』
の
理
解
に
ま
で
後

退
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
「
仏
法
の
総
府
」
と
い
う
語
の
用
例
が
明
庵
栄
西
（
一
一
四
一
～
一
二
一
五
）
以
前
、
如
浄
禅
師

（
一
一
六
二
～
一
二
二
七
）
に
ま
で
遡
れ
る
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
し
、
「
釋
迦
ト
ヲ
レ
ト
同
ジ
コ
ト
」
と
し
て
如
浄
禅
師
を
禅
宗
の
祖
師
で

は
な
く
、
諸
宗
が
分
か
れ
る
以
前
の
釈
尊
と
同
視
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

第
二
十
八
段
は
道
元
禅
師
の
以
下
の
問
い
か
ら
始
ま
る

）
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（

。
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お
け
る
「
仏
法
の
総
府
」
に
つ
い
て
（
岩
永
）

一
一
三

拝
問
。
天
下
有
四
箇
寺
院
、
謂
、
禅
院
教
院
律
院
徒
弟
院
。
禅
院
者
、
仏
祖
之
児
孫
単
伝
嵩
山
之
面
壁
而
功
夫
。
正
法
眼
蔵
涅
槃
妙
心
、

留
在
這
裏
。
誠
是
如
来
之
嫡
嗣
、
仏
法
之
総
府
也
。
余
者
乃
枝
離
也
。
更
不
可
斉
肩
而
対
論
歟
。

　
　
　

＊

拝
問
す
。
天
下
に
四
箇
の
寺
院
あ
り
、
い
わ
く
、
禅
院
と
教
院
と
律
院
と
徒
弟
院
と
な
り
。
禅
院
は
、
仏
祖
の
児
孫
、
嵩
山
の
面
壁
を

単
伝
し
て
功
夫
す
。
正
法
眼
蔵
涅
槃
妙
心
、
留
り
て
這
裏
に
在
り
。
誠
に
こ
れ
如
来
の
嫡
嗣
、
仏
法
の
摠
府
な
り
。
余
は
乃
ち
枝
離
な

り
。
さ
ら
に
肩
を
斉
う
し
て
対
論
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
か
。

　

道
元
禅
師
の
問
い
は
、
禅
院
こ
そ
は
如
来
の
正
法
眼
藏
涅
槃
妙
心
、
菩
提
達
磨
の
面
壁
を
単
伝
す
る
仏
法
の
総
府
で
あ
っ
て
、
教
院
、
律

院
と
な
ら
ぶ
べ
き
も
の
で
は
な
い
と
思
う
が
、
い
か
が
か
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
一
節
の
「
仏
法
の
総
府
」
に
つ
い
て
『
宝
慶
記
聞
解
』
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る

）
11
（

。

○
總
府
、
誠
是
…
…
如
來
カ
ラ
、
ダ
ン
ダ
ン
総
領
カ
ラ
惣
領
ヘ
傳
ヘ
テ
、
ソ
レ
カ
ラ
分
レ
テ
、
ソ
ノ
居
リ
處
ヲ
禅
院
ト
云
コ
ト
、
達
磨

ノ
ト
キ
カ
ラ
禅
院
ト
云
名
ハ
ナ
イ
ガ
、
ノ
コ
リ
ノ
宗
旨
ニ
對
シ
テ
、
天
子
カ
ラ
付
ラ
レ
タ
名
也
、
○
「
支
離
也
」
、
教
ノ
律
ノ
云
ハ
、

ミ
ナ
支
離
ジ
ヤ
、
支
ハ
人
ノ
五
躰
ワ
カ
レ
テ
オ
ル
ノ
ヲ
支
ト
云
、
木
ノ
ワ
カ
レ
タ
ヲ
枝
ト
云
フ
ハ
、
ハ
ナ
レ
テ
ヲ
ル
ヲ
支
離
ト
云
、
三

院
ハ
ミ
ナ
、
手
足
ノ
様
ナ
モ
ノ
、
ソ
ノ
中
ニ
禅
院
ハ
ム
ネ
ノ
内
ノ
様
ナ
モ
ノ
、
ユ
ヘ
ニ
コ
ノ
達
磨
宗
ト
肩
ヲ
齊
シ
テ
、
對
論
ス
ル
コ
ト

ハ
ナ
ラ
ヌ
、

　

「
達
磨
ノ
ト
キ
カ
ラ
禅
院
ト
云
名
ハ
ナ
イ
ガ
、
ノ
コ
リ
ノ
宗
旨
ニ
對
シ
テ
、
天
子
カ
ラ
付
ラ
レ
タ
名
也
」
と
い
う
解
釈
は
、
如
浄
禅
師
の

答
話
を
先
取
り
し
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
如
浄
禅
師
の
答
話
に
は
以
下
の
一
節
が
あ
る

）
12
（

。

王
臣
不
知
仏
法
、
乱
称
教
僧
律
僧
禅
僧
等
、
寺
院
賜
額
之
時
、
亦
書
律
寺
教
寺
禅
寺
等
之
字
。

　
　
　

＊

王
臣
は
仏
法
を
知
ら
ざ
る
を
も
て
、
乱
り
が
わ
し
く
教
僧
・
律
僧
・
禅
僧
等
と
称
し
、
寺
院
に
額
を
賜
う
時
も
ま
た
、
律
寺
・
教
寺
・

禅
寺
等
の
字
を
書
す
。

　

ま
た
さ
ら
に
、
如
浄
禅
師
の
答
話
に
は
以
下
の
一
節
も
見
え
る

）
13
（

。

今
称
禅
院
寺
院
図
様
儀
式
、
皆
是
祖
師
之
親
訓
、
正
嫡
之
直
伝
也
。
所
以
七
仏
之
古
儀
、
唯
是
禅
院
。
称
禅
院
者
雖
乱
称
、
今
所
行
之

法
儀
、
実
是
仏
祖
之
正
伝
也
。
然
乃
吾
寺
者
本
府
也
。
律
教
者
枝
離
也
。



『
宝
慶
記
聞
解
』
に
お
け
る
「
仏
法
の
総
府
」
に
つ
い
て
（
岩
永
）

一
一
四

　
　
　

＊

今
、
禅
院
を
称
す
る
寺
院
の
図
様
儀
式
は
、
み
な
こ
れ
、
祖
師
の
親
訓
、
正
嫡
の
直
伝
な
り
。
所
以
に
、
七
仏
の
古
儀
は
、
た
だ
こ
れ

禅
院
の
み
な
り
。
禅
院
と
称
す
る
は
乱
称
な
り
と
い
え
ど
も
、
今
、
行
う
と
こ
ろ
の
法
儀
は
、
実
に
こ
れ
仏
祖
の
正
伝
な
り
。
然
れ
ば

乃
ち
、
吾
が
寺
は
本
府
な
り
。
律
と
教
と
は
枝
離
な
り
。

　

禅
院
と
称
す
る
の
は
乱
称
で
あ
る
が
、
七
仏
の
古
儀
を
伝
え
、
仏
祖
の
正
伝
の
法
儀
を
行
っ
て
い
る
の
は
禅
院
と
称
さ
れ
る
寺
院
で
あ
る

こ
と
、
仏
法
を
知
ら
ぬ
王
臣
が
他
宗
と
揀
別
す
る
た
め
に
禅
寺
な
ど
と
称
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、「
達
磨
ノ
ト
キ
カ
ラ
禅
院
ト
云
名
ハ
ナ
イ
ガ
、

ノ
コ
リ
ノ
宗
旨
ニ
對
シ
テ
、
天
子
カ
ラ
付
ラ
レ
タ
名
也
」
と
解
釈
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
『
宝
慶
記
聞
解
』
に
お
け
る
「
仏
法
の
総
府
」
に
つ
い
て
の
理
解
は
以
下
の
通
り
ま
と
め
て
お
く
。

　

如
浄
禅
師
が
み
ず
か
ら
を
仏
法
の
総
府
と
言
わ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
如
浄
禅
師
を
諸
宗
が
分
か
れ
る
以
前
の
存
在
で
あ
る
釈
尊
と
同
じ

と
み
て
い
る
。

　

仏
祖
正
伝
の
法
儀
を
行
な
う
寺
院
は
本
府
・
総
府
で
あ
る
が
、
王
臣
の
無
理
解
に
よ
り
他
宗
と
区
別
す
る
た
め
に
禅
院
と
称
さ
れ
る
に
到

っ
た
。

三
、
面
山
瑞
方
和
尚
に
よ
る
禅
宗
・
曹
洞
宗
の
呼
称

　

面
山
和
尚
は
そ
の
撰
述
に
お
い
て
、
他
の
典
籍
か
ら
の
引
文
に
禅
宗
や
曹
洞
宗
な
ど
の
呼
称
を
積
極
的
に
は
用
い
な
い
傾
向
に
あ
る
。
使

用
さ
れ
る
場
面
と
し
て
は
主
に
、
一
、
他
の
典
籍
等
か
ら
の
引
文
に
含
ま
れ
て
い
る
場
合
、
二
、
否
定
的
に
使
用
す
る
場
合
、
三
、
清
規
を

論
ず
る
場
合
、
四
、
そ
の
他
で
あ
る
。

　

一
、
他
の
典
籍
等
か
ら
の
引
文
に
「
曹
洞
」
が
含
ま
れ
て
い
る
一
例
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、
永
平
寺
大
虚
喝
玄
禅
師
の
需
め
に
よ
り
撰
述
さ

れ
た
『
吉
祥
草
』
に
、
附
録
と
し
て
文
康
撰
と
い
う
「
日
本
吉
祥
山
十
一
題
序
」
を
掲
げ
る
。
こ
の
中
に
、
「
淨
者
曹
洞
直
下
的
子
孫
也
」

と
あ
っ
て
、
如
浄
禅
師
が
曹
洞
下
で
あ
る
こ
と
を
記
す

）
13
（

。
こ
の
よ
う
に
引
用
し
た
他
者
の
文
章
に
禅
宗
や
曹
洞
宗
の
称
が
見
ら
れ
る
場
合
が

あ
る
。

　

二
、
否
定
的
に
使
用
す
る
一
例
と
し
て
は
、
仮
名
法
語
『
自
受
用
三
昧
』
に
は
以
下
の
記
述
が
あ
る

）
14
（

。

ソ
ノ
坐
禪
ト
名
付
ケ
ル
コ
ト
ハ
、
昔
シ
達
磨
大
師
、
天
竺
ヨ
リ
始
テ
震
旦
ニ
來
テ
、
嵩
山
ノ
少
林
寺
ニ
テ
九
年
面
壁
シ
玉
フ
ヲ
、
如
來



『
宝
慶
記
聞
解
』
に
お
け
る
「
仏
法
の
総
府
」
に
つ
い
て
（
岩
永
）

一
一
五

ノ
正
法
眼
藏
涅
槃
妙
心
、
自
受
用
三
昧
ナ
ル
訣
ヲ
シ
ラ
ザ
ル
輩
ラ
見
テ
、
經
師
論
師
等
ノ
四
禪
八
定
ヲ
ツ
ト
ム
ル
坐
禪
ノ
姿
ニ
似
タ
ル

ユ
ヘ
ニ
坐
禪
ヲ
修
ス
ル
婆
羅
門
ナ
リ
ト
謂
シ
ヨ
リ
、
ソ
ノ
俗
語
ニ
隨
テ
、
カ
リ
ニ
坐
禪
ト
ハ
名
ヅ
ケ
シ
ナ
リ
。
ソ
レ
ヨ
リ
シ
テ
、
後
代

モ
マ
タ
禪
宗
ト
云
フ
樣
ニ
ナ
レ
リ
。

　

こ
れ
は
道
元
禅
師
が
『
宝
慶
記
』
で
如
浄
禅
師
に
一
読
を
推
奨
さ
れ
、
『
正
法
眼
蔵
』
「
行
持
下
」
そ
し
て
同
「
仏
道
」
な
ど
に
引
用
さ
れ

る
『
林
間
録
』
の
記
述
を
踏
ま
え
る
表
現
で
あ
る
。
な
お
『
仏
祖
正
伝
大
戒
訣
』
や
『
仏
祖
正
傳
大
伝
訣
或
問
』
等
、
戒
律
に
関
す
る
撰
述

に
お
い
て
大
戒
、
仏
戒
な
ど
の
語
を
用
い
、
禅
戒
の
称
を
避
け
る
の
も
、
禅
宗
を
妄
称
と
す
る
如
浄
禅
師
、
道
元
禅
師
の
立
場
を
継
承
す
る

意
識
が
し
か
ら
し
む
る
面
も
あ
ろ
う
か

）
15
（

。

　

三
、
清
規
を
論
ず
る
場
合
に
は
洞
上
、
洞
下
等
曹
洞
宗
を
指
す
呼
称
が
多
用
さ
れ
る
。
そ
も
そ
も
面
山
和
尚
が
清
規
を
論
じ
た
大
著
『
洞

上
僧
堂
清
規
行
法
鈔
』
及
び
『
洞
上
僧
堂
清
規
考
訂
別
録
』
に
し
て
か
ら
が
題
目
に
「
洞
上
」
と
冠
し
て
い
る
が
、
さ
ら
に
一
例
を
挙
げ
れ

ば
『
校
訂
別
録
』
巻
一
「
僧
堂
日
分
行
法
次
第
校
訂
」
に
以
下
の
記
述
が
見
る

）
16
（

。

夜
坐
ハ
永
規
ニ
順
ジ
、
搭
袈
裟
ス
ベ
シ
。
總
ジ
テ
他
派
ハ
坐
禪
ニ
袈
裟
掛
ル
コ
ト
ナ
シ
。
ソ
レ
ヲ
洞
下
ニ
マ
ネ
テ
袈
裟
カ
ケ
ヌ
ヲ
非
法

ト
モ
思
ハ
ズ
、
經
行
ノ
タ
ビ
、
カ
ケ
オ
ロ
シ
、
邪
魔
ト
云
ヤ
カ
ラ
モ
ア
リ
テ
、
粥
後
ハ
最
初
線
香
一
支
ハ
搭
袈
裟
シ
、
後
ハ
カ
ケ
ズ
。

臘
八
常
坐
ニ
ハ
、
一
向
袈
裟
ハ
用
ヒ
ズ
。
コ
ノ
弊
風
改
革
ス
ベ
シ
。

　

ま
た
『
校
訂
別
録
』
劈
頭
に
掲
げ
た
「
僧
堂
清
規
考
訂
別
録
題
辞
」
お
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
歎
く

）
17
（

。

古
渡
日
本
之
禪
、
則
共
從
唐
宋
元
而
入
焉
。
何
知
明
樣
。
倶
建
僧
堂
行
清
規
、
京
鎌
倉
之
五
岳
及
我
洞
上
無
有
差
異
。
但
以
世
下
法
衰

而
緩
打
坐
也
、
伽
藍
中
僧
堂
先
廢
。

　
　
　

＊

い
に
し
え
に
日
本
に
渡
り
し
禅
、
則
ち
共
に
唐
宋
元
よ
り
入
れ
り
、
何
ぞ
明
様
を
知
ら
ん
。
倶
に
僧
堂
を
建
て
清
規
を
行
ず
る
こ
と
京

鎌
倉
の
五
岳
お
よ
び
我
が
洞
上
に
差
異
あ
る
こ
と
な
し
。
た
だ
し
、
世
下
り
法
衰
え
て
打
坐
を
緩
く
す
る
や
、
伽
藍
中
、
僧
堂
先
づ
廢

せ
り
。

　

『
宝
慶
記
』
に
述
べ
る
と
お
り
禅
宗
・
禅
院
と
の
名
称
が
乱
称
で
あ
る
に
せ
よ
、
七
仏
の
古
儀
、
仏
祖
正
伝
の
法
儀
を
伝
え
る
の
は
禅
宗

の
清
規
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
洞
上
済
下
、
叢
林
林
下
に
違
い
は
な
い
筈
で
あ
る
が
、
時
下
っ
て
法
衰
え
、
坐
禅
が
綿
密
に
行
わ
れ
な
く
な
っ

て
僧
堂
が
真
っ
先
に
廃
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
百
丈
懐
海
（
七
四
九
～
八
一
四
）
が
清
規
を
制
定
し
て
よ
り
禅
宗
を
禅
宗
た
ら
し
め



『
宝
慶
記
聞
解
』
に
お
け
る
「
仏
法
の
総
府
」
に
つ
い
て
（
岩
永
）

一
一
六

た
も
の
は
清
規
で
あ
り
他
宗
に
異
な
る
。
ま
た
曹
洞
宗
と
臨
済
宗
、
あ
る
い
は
五
山
と
曹
洞
宗
と
で
は
時
と
と
も
に
そ
の
行
法
が
異
な
る
実

態
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
清
規
を
論
ず
る
に
は
他
宗
と
の
相
違
、
他
派
と
の
相
違
を
取
り
上
げ
ざ
る
を
得
ず
、
そ
の
際
に
は
自
ら
の
立
場

を
曹
洞
と
定
め
洞
上
、
洞
下
な
ど
と
称
し
て
い
る
。

　

四
、
そ
の
他
特
殊
な
例
を
挙
げ
て
お
く
。
『
永
福
面
山
和
尚
逸
録
』
巻
第
十
一
に
は
、
永
平
寺
の
義
晃
雄
禅
禅
師
（
一
六
七
一
～

一
七
四
〇
）
と
円
月
江
寂
禅
師
（
一
六
九
四
～
一
七
五
〇
）
が
禅
師
号
を
賜
う
に
際
し
て
面
山
和
尚
が
代
筆
し
て
桜
町
天
皇
に
呈
し
た
上
表

文
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
む
ろ
ん
一
部
例
外
は
あ
る
が
、
『
逸
録
』
は
開
板
さ
れ
た
『
広
録
』
に
漏
れ
た
文
章
を
収
め
る
も
の
で
あ
り
、
公

開
を
意
図
し
た
収
録
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
。
そ
の
内
、
元
文
六
年
に
書
か
れ
た
円
月
禅
師
の
上
表
文
に
、

去
歳
仲
冬
七
日
、
更
依
將
軍
請
進
禪
曹
洞
宗
總
本
寺
官
刹
越
前
國
志
比
莊
吉
祥
山
永
平
禪
寺
、
入
院
開
堂
、
焚
香
奉
祝
延
天
算
之
萬
萬

歳
者
也
。

　
　
　

＊

去
歳
（
元
文
五
年
〈
一
七
四
〇
〉
）
仲
冬
七
日
、
更
に
将
軍
の
請
に
依
り
禅
曹
洞
宗
総
本
寺
官
刹
越
前
国
志
比
荘
吉
祥
山
永
平
禅
寺
に
進
み
、

入
院
開
堂
し
て
、
焚
香
し
て
天
算
の
万
万
歳
な
ら
ん
こ
と
を
祝
延
し
奉
る
者
な
り
。

と
あ
る
。
当
時
の
制
度
と
し
て
永
平
門
下
は
禅
宗
の
曹
洞
宗
で
あ
っ
て
、
公
式
な
文
章
で
は
対
外
的
に
そ
の
呼
称
を
避
け
ら
れ
な
か
っ
た
こ

と
は
当
然
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
付
言
す
る
な
ら
斧
山
和
尚
の
提
唱
を
筆
録
し
た
さ
れ
る
『
正
法
眼
蔵
聞
解
』
で
も
禅
宗
や
曹
洞
宗
の
語
は
注
意
深
く
避
け
ら
れ
て
お

り
、『
正
法
眼
蔵
』
「
仏
道
」
の
提
唱
に
お
い
て
、
本
文
の
宗
旨
に
沿
っ
て
禅
宗
や
曹
洞
宗
の
称
が
否
定
的
に
挙
げ
ら
れ
る
他
、「
面
授
巻
聞
解
」

に
お
い
て
、

師
子
尊
者
マ
デ
デ
禅
宗
ノ
面
授
ノ
血
脈
切
レ
タ
（
ト
）
、
他
宗
ヨ
リ
沙
汰
ス
ル
ト
モ
、
ソ
レ
ハ
道
理
ヲ
不
知
ナ
リ
。

と
、
他
宗
か
ら
用
い
ら
れ
た
禅
宗
の
称
が
記
さ
れ
る
例
な
ど
が
あ
る
ば
か
り
で
あ
る

）
18
（

。

む
す
び

　

以
上
、
『
宝
慶
記
聞
解
』
に
お
け
る
「
仏
法
の
総
府
」
な
る
語
の
理
解
を
確
認
し
、
そ
れ
が
『
宝
慶
記
』
本
文
の
示
す
認
識
と
隔
た
っ
て

い
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。



『
宝
慶
記
聞
解
』
に
お
け
る
「
仏
法
の
総
府
」
に
つ
い
て
（
岩
永
）

一
一
七

　

ま
た
永
平
門
下
が
多
く
自
ら
の
立
場
を
禅
宗
あ
る
い
は
曹
洞
宗
と
自
覚
す
る
な
か
で
、
『
宝
慶
記
聞
解
』
の
提
唱
の
主
と
目
さ
れ
る
面
山

和
尚
が
、
注
意
深
く
禅
宗
や
曹
洞
宗
と
い
う
呼
称
を
避
け
て
い
た
こ
と
も
確
認
し
た
。
そ
れ
で
も
な
お
こ
れ
ら
の
呼
称
が
使
用
さ
れ
る
場
合

を
四
種
に
分
け
て
示
し
、
特
に
清
規
を
論
じ
て
他
宗
や
他
派
と
の
違
い
を
主
張
す
る
際
に
は
洞
上
や
洞
下
の
称
が
積
極
的
に
使
用
さ
れ
て
い

た
し
、
対
外
的
公
的
な
文
章
に
お
い
て
は
使
用
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
も
確
認
し
た
。

　

な
お
古
知
知
常
和
尚
は
明
治
十
一
年
『
宝
慶
記
聞
解
』
刊
行
に
際
し
「
刊
行
宝
慶
記
聞
解
叙
」
な
る
一
文
を
撰
し
て
巻
頭
に
掲
げ
て
い
る
。

そ
の
決
し
て
長
く
は
な
い
文
章
の
中
で
、
「
總
府
佛
法
」
「
摠
府
門
」
「
摠
府
法
門
」
「
摠
府
之
法
門
」
と
記
し
て
い
る

）
19
（

。
高
楠
順
次
郎
に
よ
れ

ば
明
治
初
年
か
ら
十
年
に
い
た
る
間
は
仏
教
迫
害
時
代
で
、
明
治
五
年
ま
で
の
形
式
的
破
壊
の
時
代
か
ら
一
転
、
明
治
六
年
か
ら
十
年
ま
で

は
内
容
破
壊
の
時
代
で
あ
り
、
増
上
寺
に
大
教
院
が
お
か
れ
神
祭
が
行
わ
れ
た
と
い
う

）
19
（

。
仏
教
諸
宗
派
全
体
に
と
っ
て
危
機
的
な
状
況
で
あ

っ
た
ろ
う
か
ら
、
仏
教
諸
宗
派
の
結
束
を
目
指
し
て
『
宝
慶
記
』
の
「
仏
法
の
総
府
」
と
い
う
立
場
に
着
目
し
た
や
も
知
れ
ぬ
と
の
想
像
も

は
た
ら
く
が
、
こ
の
時
代
の
研
究
は
筆
者
の
能
く
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
。

注
（
1
） 『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
研
究
紀
要
』
第
七
十
七
号
（
平
成
三
十
一
年
三
）
所
収
。
な
お
、
同
七
八
頁
に
引
用
し
た
『
宝
慶
記
』
原
文
の
「
仏
祖
之
総
府
」

は
「
仏
法
之
摠
府
」
の
誤
記
、
訓
読
「
仏
祖
の
摠
府
」
は
「
仏
法
の
摠
府
」
の
誤
記
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
謹
ん
で
訂
正
す
る
。

（
2
） 

鏡
島
元
隆
「
日
本
禅
宗
史
―
曹
洞
宗
―
」
（
『
新
装
版 
講
座
禅 

第
四
巻　

禅
の
歴
史
―
日
本
―
』
昭
和
四
十
九
年
、
筑
摩
書
房
刊
）
。
経
豪
和

尚
の
署
名
は
『
永
平
正
法
眼
蔵
蒐
書
大
成
十
四
』
（
大
修
館
書
店
刊
、
四
八
一
頁
）
に
見
え
る
。
な
お
鏡
島
博
士
は
延
宝
九
年
（
一
六
八
一
）

開
板
『
瑩
山
和
尚
清
規
』
所
掲
の
道
元
禅
師
忌
疏
に
「
日
本
曹
洞
初
祖
永
平
和
尚
」
と
あ
る
こ
と
に
拠
り
、
瑩
山
禅
師
は
道
元
禅
師
を
日
本
曹

洞
宗
の
初
祖
に
位
置
づ
け
た
と
指
摘
さ
れ
る
。
し
か
し
『
瑩
山
和
尚
清
規
』
の
古
写
本
で
あ
る
禅
林
寺
本
『
瑩
山
清
規
』
に
は
「
日
本
初
祖
永

平
大
和
尚
」
と
あ
っ
て
、
鏡
島
博
士
の
指
摘
は
必
ず
し
も
適
当
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
禅
林
寺
本
『
瑩
山
清
規
』
に
つ
い
て
は
尾
崎
正
善
「
翻

刻
・
禅
林
寺
本
「
瑩
山
清
規
」
」
（
『
曹
洞
宗
宗
学
研
究
所
紀
要
』
第
九
号
、
平
成
六
年
）
参
照
。

（
3
） 

鷲
尾
順
敬
著
『
増
訂
日
本
仏
家
人
名
辞
典
』
（
東
京
美
術
、
昭
和
五
十
四
年
五
月
二
十
日
増
訂
第
五
刷
発
行
、
八
〇
六
頁
）
は
古
知
知
常
に
つ

い
て
以
下
の
よ
う
に
記
す
。

　

チ
ジ
ョ
ー　

知
常　

二
五
〇
〇

二
五
五
五

〔
曹
洞
宗
〕
伊
豆
修
禪
寺
の
禪
僧
な
り
、
知
常
字
は
古
知
、
普
明
と
號
し
、
別
に
去
來
菴
亂
鴉
の
號
あ
り
、
俗



『
宝
慶
記
聞
解
』
に
お
け
る
「
仏
法
の
総
府
」
に
つ
い
て
（
岩
永
）

一
一
八

姓
は
野
田
氏
、
世
々
大
久
保
伊
賀
守
に
仕
ふ
、
天
保
十
一
年
小
田
原
の
第
に
生
る
、
幼
に
し
て
出
家
し
、
早
川
海
藏
寺
月
潭
和
尚
に
從
ひ
て

得
度
す
、
月
潭
壁
間
の
文
殊
像
を
指
し
て
問
う
て
曰
く
、
是
れ
男
か
、
將
た
女
か
、
師
答
へ
て
曰
く
、
是
れ
男
に
非
ず
、
女
に
非
ず
、
文
殊

な
り
と
、
月
潭
曰
く
、
此
小
僧
と
、
入
室
傳
法
の
後
、
駿
河
の
如
來
寺
に
住
す
、
盖
し
月
潭
和
尚
開
創
の
道
場
な
れ
ば
な
り
、
明
治
八
年
駿

河
洞
慶
院
に
移
り
、
法
幢
を
開
き
て
獨
住
第
一
世
と
な
る
、
明
治
十
年
大
學
林
學
監
に
任
す
、
仝
廿
一
年
靜
岡
縣
第
一
號
宗
務
支
局
敎
導
取

締
に
任
す
、
仝
廿
三
年
九
月
大
學
林
敎
授
に
任
し
、
仝
廿
五
年
一
月
敎
頭
に
進
む
、
仝
廿
六
年
伊
豆
修
禪
寺
に
移
り
、
廿
八
年
七
月
廿
五
日

寂
す
、
壽
五
十
六
、
臘
四
十
九
。

（
4
） 『
永
福
面
山
和
尚
広
録
』
巻
第
二
十
六
「
永
福
開
山
面
山
和
尚
年
譜
」

（
5
） 『
永
福
面
山
和
尚
広
録
』
巻
第
十
九
「
同
眞
蹟
記
（
永
平
祖
師
眞
蹟
記
）
」

（
6
） 

大
用
寺
と
常
在
院
で
の
『
宝
慶
記
』
提
唱
に
つ
い
て
は
『
永
福
面
山
和
尚
広
録
』
巻
第
二
十
六
「
永
福
開
山
面
山
和
尚
年
譜
」
に
記
録
さ
れ
る
。

双
玄
寺
で
の
提
唱
は
『
永
福
面
山
和
尚
広
録
』
巻
第
四
に
記
録
さ
れ
る
。

（
7
） 

能
仁
義
道
に
つ
い
て
『
新
版
禅
学
大
辞
典
』
は
以
下
の
よ
う
に
記
す
。

ぎ
ど
う　

義
道
（
一
八
三
六
～
一
九
一
七
）
曹
洞
宗
。
道
号
は
元
孝
。
詩
集
に
は
丹
鳥
義
道
と
称
す
。
俗
姓
能
仁
。
石
川
県
に
生
る
。
嘉
永

五
年
（
一
八
五
二
）
高
岡
市
瑞
龍
寺
橘
仙
に
つ
い
て
剃
度
。
明
治
元
年
摂
津
（
大
阪
府
）
崇
禅
寺
禅
峰
沢
重
に
嗣
法
。
大
津
青
竜
寺
、
長
野

大
沢
寺
に
住
し
、
明
治
三
四
年
大
阪
鳳
林
寺
に
晋
住
す
。
大
正
六
年
七
月
二
一
日
示
寂
。
世
寿
八
二
。
〔
寶
慶
記
摘
葉
集
〕
〔
永
平
家
訓
綱
要
〕

〔
宗
門
十
規
論
〕
〔
僧
訓
日
記
尋
枝
録
〕
を
編
輯
す
。

（
8
） 『
道
元
禅
師
全
集 

第
七
巻
』
平
成
二
年
、
春
秋
社
刊
、
一
六
頁
。

（
9
） 

明
治
十
一
年
刊
本
、
乾
巻
三
十
八
丁
表
。

（
10
） 

前
注
（
8
）
同
書
三
十
頁
。

（
11
） 

前
注
（
9
）
同
書
、
乾
巻
二
十
一
丁
表
～
裏
。

（
12
） 

前
注
（
8
）
同
書
三
十
四
頁
。

（
13
） 

宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）
開
板
本
、
十
六
丁
表
。

（
14
） 

元
文
三
年
（
一
七
三
八
）
開
板
本
、
二
丁
裏
。

（
15
） 

面
山
和
尚
に
よ
る
戒
の
把
握
は
広
慱
な
学
問
に
拠
っ
て
培
わ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
根
柢
に
は
本
師
損
翁
宗
益
和
尚
（
一
六
四
九
～



『
宝
慶
記
聞
解
』
に
お
け
る
「
仏
法
の
総
府
」
に
つ
い
て
（
岩
永
）

一
一
九

一
七
〇
五
）
の
教
誡
が
あ
ろ
う
。
『
奥
州
損
翁
老
人
見
聞
宝
永
記
』（
『
続
曹
洞
宗
全
書
』「
法
語
」
四
一
九
頁
下
段
）
に
は
、
元
禄
十
六
年
（
一
七
〇
三
）

十
一
月
十
五
日
に
損
翁
和
尚
が
戒
会
を
修
し
た
際
、
面
山
和
尚
は
初
め
て
正
伝
の
仏
戒
を
受
け
た
と
い
い
、
そ
の
説
戒
に
お
い
て
以
下
の
説
示

が
あ
っ
た
と
い
う
。

血
脈
下
段
有
兩
樣
可
知
、
汝
等
注
意
記
取
。
虚
菴
示
榮
西
則
曰
、
菩
薩
戒
者
禪
門
一
大
事
因
縁
也
。
天
童
示
永
平
則
云
、
佛
戒
者
宗
門
之
一

大
事
因
縁
也
。
彼
曰
菩
薩
戒
曰
禪
門
、
此
曰
佛
戒
曰
宗
門
。
雖
同
一
戒
亦
所
擧
異
耳
。

こ
の
説
示
を
踏
ま
え
後
に
面
山
和
尚
は
損
翁
和
尚
よ
り
以
下
の
説
示
を
教
誡
を
受
け
た
と
い
う
。

是
天
童
付
永
平
之
語
、
而
永
平
亦
如
是
付
孤
雲
也
。
嫡
嫡
相
承
四
百
五
十
餘
年
、
毫
不
改
先
轍
。
是
正
傳
之
所
以
不
容
易
也
。
若
私
改
之
則

當
招
罪
於
佛
祖
龍
天
。

（
16
） 『
曹
洞
宗
全
書
』
「
清
規
」
二
一
八
頁
上
段
か
ら
下
段
。

（
17
） 

前
注
16
同
書
、
二
一
〇
頁
上
段
。

（
18
） 『
永
平
正
法
眼
蔵
蒐
書
大
成
十
七
』
大
修
館
書
店
刊
、
二
九
〇
頁
下
段
。

（
19
） 

古
知
知
常
和
尚
撰
「
刊
行
寶
慶
記
聞
解
敘
」
の
全
文
は
以
下
の
通
り
。

 

刊
行
寶
慶
記
聞
解
敘

 

貴
不
立
文
字
教
外
別
傳
者
、
抛
教
於
心
外
而
求
心
於
教
外
者
之
所
重
也
。
既
是
僻
説
乱
會
、
渉
追
遣
之
野
撦
而
豈
非
知
總
府
佛
法
者
乎
。
教

則
我
家
揉
群
品
之
隱
栝
而
心
則
照
法
界
之
日
月
也
。
心
何
別
傳
而
貴
、
教
何
外
黜
而
卑
、
假
令
一
字
半
句
安
有
可
讓
、
座
主
理
家
訓
曰
、
法

華
華
嚴
等
八
萬
四
千
法
藏
悉
是
佛
祖
單
傳
也
。
非
法
華
華
嚴
等
外
別
有
祖
師
道
也
。
而
今
何
為
劣
傳
法
於
總
府
門
、
誤
以
晩
進
言
句
而
呵
先

聖
寶
典
、
沈
痼
一
禪
一
録
而
浪
沒
溺
一
經
一
論
之
徒
乎
。
可
憐
哉
、
單
傳
法
門
非
虚
參
浪
悟
之
所
夢
知
也
。
故
若
迷
之
則
觸
向
面
墻
、
解
之

則
萬
法
臨
鏡
、
暫
罷
贅
論
、
敘
刻
此
記
來
由
。
昔
年　

永
祖
寶
慶
中
參
天
童
身
心
脱
略
、
得
法
前
後
于
桑
楡
于
東
隅
、
研
覈
讎
問
、
開
疑
關

定
總
府
法
門
、
是
名
寶
慶
記
。
此
記
也
眼
藏
及
廣
録
等
本
根
、
皆
自
此
演
出
矣
。
其
文
簡
而
義
難
解
。
茲
鈯
斧
山
師
久
侍
若
耶
老
人
聞
其
深
理
、

毎
章
消
而
目
之
聞
解
行
于
世
。
雖
然
如
此
乏
壁
中
尚
、
雲
烟
幾
經
、
殆
廢
絶
、
令
間
傳
寫
、
恐
有
魯
魚
脱
字
增
加
而
難
增
通
、
故
今
擇
好
本

而
鏤
梓
焉
。
終
欲
令
妄
稱
不
立
文
字
教
外
別
傳
者
、
便
會
總
府
之
法
門
、
撥
疑
關
之
寸
棙
還
丹
一
粒
點
鐵
成
金
、
眞
如
一
言
點
凡
成
聖
之
于

一
助
者
也
。　

維
時

 

明
治
十
一
年
八
月
八
烏



『
宝
慶
記
聞
解
』
に
お
け
る
「
仏
法
の
総
府
」
に
つ
い
て
（
岩
永
）

一
二
〇

 

　
　

靜
岡
縣
駿
河
國

 

　
　
　
　

古
知
知
常
畔
彈
那
［
印
］
［
知
常
］

（
20
） 
高
楠
順
次
郎
「
明
治
仏
教
の
大
勢
」
（
『
現
代
仏
教
』
第
一
〇
五
号
、
昭
和
八
年
刊
）


